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ではーイ水、コミュニケーションとは何であろうか。 Breen and Candｭ







ンのしかたを学問することは社会化の過程 (socializing process) で



























CLT とそれ以前のオーデ、イオ・ iリj ンカ
chi註iaro and Brumf白it(1983 : 9引1…9幻3) が詳しい比較をしているのてでで、や、それ




chiaro and Brumfit は 22項目にわたってオーディオ・ 1) ンガル法と
CLTの特質を比較しているが、 14番目にCLTの目標として
nicative competence is the desired goal(i.e. the ability to use the 
linguistic system effectively and appropriately)." と述べているが、
オーディオ・リンカ、、ル法では“Linguistic competence is the desired 
goal."と述べている。 しカかミし、 これまで

























れをFinocchiaro and Brumfitのオーディオ・リンカソレ法と CLT と
対照表に照らしてみると、 CLTで述べられている“Languagelearning 
is learning to communicate."が実際には未だオーディオ・リン
-54 



















Breen and Candlin (1979 : 91 92) は、コンビテンスはコミュニケーシ
ョンを統御する約束事に関する知識 (knowledge) とその知識を呼び















力に出来しそれにイ衣存するものであると考えられる (Breen and Canゅ

















は、英語やフランス諾の場合でも問じで、“日ow do you spell it ? "と
ρhu rnυ 
“ Comment s'ecrit-il ? "と人が言う時、 顕の中てい宮市き
ているからであって、これは漢字使用国民に特有の現象だとはい
ざとい n





































(1王rashen 1982; Krashen and Terrell 1983) 。学留と留得に関する
Krashen の記述はさまざまな要素が現在しており仮説を構成する概






























の 1 はスピーキングに関するもので、 2 はリーデイングとリスニング
に関するものである。我々は、スピーキングに関しては概ねACTFLの























選択ユニット 3 B 本人の中流意識
スキルの説Iln~主に関しては、 リーディングとリスニングを別イ閤に取り
上げ各々の下位スキルを訓練することによりリーテ、イング・スキルや
リスニング・スキルを向上させようというやり方もあるが (cf. Munby 












































程である、 と主主う。 Newmark(1981 :  38) の言語の使用例 (instances
of the l a n g u a g e  in use) というのもひじように重要な概念であるo
Newmarkは、 (1)学欝者が言語の使用例に注目し、 (2)学習される表現と
その意味を結びつけるのに十分な理解のためのキューがあたえられ、

































































































































































































































































4 日目は発表・討論で、「国際化とは何か」についてクラスの学生 5 ・


































































読解、作文の 3 部門からなり、配点は各々 35点、 32点、 30点、
合計97点となっている。過去数年はパージョン A を年度の初めに、パ
ージョン C を年度米に行っている 160 87年度と 86年度の試験結来の平
均点と各々の伸びは表 1 の通りである。
品川 聴、解 解ー 作文 合計
年度初め 17.6 13.7 20.8 52.1 
87年度 年度末 22.4 20.3 22.3 64.9 
n =35 イ申 ぴ 4.7 6.6 1.5 12.7 
年度初め 17.4 13.8 21.9 53.1 
86年度 年度末 21.4 19.0 19.6 60.0 
n =30 イ中 ぴ 4.0 5.2 2.3 6.9 
表 1 87年度と 86年度の日本語能力試験の平均点と伸び





















“ There are those that adopt a functional approach that resemｭ
bles parts of the notional syllabus that is to be proposed here." 
'(Wilkins 1976 : 1)
6. Widdowson (1983) 、 Brumfit(1984 : 91-92) 、 Hutchinson and 
Waters(1987: 26-29) など。
7. Wilkins (1976 : 1-20) の総合的アブローチと分析的アブローチに
関する議論を参照。
8. Wilkins (1976 : 1-20) の中で議論されている総合的アブローチと
分析的アプローチの対比はここに言う学認と習得の対比にひじよう
によくにている。
9. ACTFLの能力記述については、“ACTFLJ apanese Proficiency 
Guidelines" in Foreign Language Annals, December 1987, Vo1.20 
NO.6を参照。


















Hutchinson and Waters のユニット構成のモデル
L2 場 Breen and Candlin (1979) の P .95、 P .98を参照
13. 最終レポート以外に各ユニットの最終日の発表のための涼稿を
き、教師にみてもらった学生も多かった。





ージョン Aからパージョン C の 3 穂類が用意されている。
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